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【注１】RAGシステムの説明①②（スライドＰ５，６）は
住友電工情報システム「QuickSolution（RAGシステム）」H・P

「RAGシステム（QuickSolution）による、生成AI連携対応の強み」
より引用
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「生成AI活用の勘所」の要点

汎用業務への導入を全社一体で推進すれば部署ごとに類似
システムが乱立するのを防ぐことができ、安全な利用方法な
どセキュリティー面でガバナンスを利かせやすい。

こうした取り組みの積み重ねが社員のリテラシー向上につ
ながり、次のステップとして部署個別の生成AIシステムを検
討する際の足掛かりになる。

生成AIの効果を最大限に引き出すために欠かせないのが自
社データの活用です。生成AIで自社データを使う際の大前提
は「RAG（Retriever Augmented Generation）」技術（詳細説
明は〔注1〕＜P6＞）を活用することです。

自社データを用いたLLMの追加学習により、自社の業務に特
化したモデルの構築に踏み出す企業も登場しています。

汎用LLMでは難しい専門用語の理解や業界知識の獲得を追求
するには、長期目線で自社特化モデルの開発に取り組むのも
一手です。

文章の作成や要約、対話を通じた試行錯誤などに生成AIは
役立つ一方、フローがあらかじめ確定している業務にはRPAが
向きます。RPAや機械学習などの既存技術を含め、それぞれの
技術の特性を見極めて活用することが肝要です。4



住友電工情報システム H・P
「RAGシステム（QuickSolution）による、生成AI連携対応の強み」

より引用

「RAG（Retriever；検索 Augmented；拡張 Generation；生成）」技術とは①〔注1〕

生成AIの効果を、「自社
データ」 活用により、最大
限に引き出すための「RAG」
プロセスを見てみましょう。
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詳細は次頁（P６）
をご覧下さい。

Quick
Solution

（検索拡張生成）



生成AIの効果を、「自社データ」 活用により、最大限に引き出すための「RAG」のプロセスを見てみましょう。

【生成AIとRAGシステムのプロセス＜情報の流れ＞（ スライドＰ５の①～④の順に説明）】
① 質問: ユーザーが「システム（QuickSolution）」に質問を送ります。
② 社内データ情報検索: 「システム」が「社内データ」にアクセスして、「質問」に沿った必要な文書を検索

して抽出し、その内容にもとづいて回答を生成し「システム」に送ります。
③ 生成リクエスト：「質問」「情報検索結果」を組み合わせて、生成AI向けのプロンプトを作成して生成AIに

送り、生成リクエストします。
④ 回答生成: 生成AIが回答を生成し、「システム」に戻し、システムが生成された回答をユーザーに返します。

【「RAGシステム」による懸念事項の解決】
利用者の閲覧権限の範囲で回答：情報源が社内情報のため、利用者の閲覧権限を考慮する必要があります。

「システム」が利用者の閲覧権限を考慮して文書の検索・抽出を行うため、セキュアな運用が可能です。
生成AIに追加学習させないため情報漏洩しない：「システム」の生成AI連携(RAG対応)はLLMに追加学習を行

わせない設計のため、個人情報／機密情報を含む質問が情報漏洩するリスクがありません。
LLMに追加学習させないが、文脈内学習(In-Context Learning)は行います。

セキュリティリスクの回避：不正なアクセスや操作などによってデータが漏洩したり、AIモデルが悪用された
りするリスクの回避は、各種セキュリティー強化製品と連携することで実現できます。

住友電工情報システム H・P
「RAGシステム（QuickSolution）による、生成AI連携対応の強み」

より引用

「RAG（Retriever；検索 Augmented；拡張 Generation；生成）」技術とは②
―『「RAG」のプロセス』と、『「RAG」による懸念事項の解決』を見る―
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